
広報

昭和27年12月22日第3前郵便物認可 ・毎月 1日・16円発行・定価1部3円

みんななかよく元気に・・・・・・・・・

昭和53年 2月1日

加 760サ

発行上田市

編集秘書 課

電話上田@4100

印刷田辺印刷

聖ミカエル保育園 (私立)は、市の繁華街に近い中央三丁目(馬場町)にあり、昭和19年に

開園した歴史ある保育園です。

園児たちが、いつも明るく、やさしく、友達だれとも尊敬しあいながら個性を生かし、なに

ごとにも積極的な意欲をもった子に育つよう、期待しながら保育にはげむ今日このごろです。

主 な内容
市街地 を中心に振動公害を規制 、l

ト ..2ページ
〈振動規制法を 2月 l日施行> J 

北陸新幹線、早期建設と駅設置 1 
5 ・・ 3ページ

東北新幹線視察から ;

福祉、教育、商工などを重点に 101億円、51年度決算・・・・・・4 ・5ページ

正しい申告 明るい納税 (....... ...司、〆、.;.-ー ‘/

(市県民税の申告 2月16日から 3月15日まで) ) 

夜閉め公社電話接続を廃止2月21日から塩田有線放送電話・・・・・ 7ページ

市民スキー大会へ参加 しょっ…・ -一..一一・……・ー…............7ページ

(聖ミカエル保育園長)

市民の動き

( 1 月 1目玉見イ王)

総人口 109，309人 (+ 159) 

男 53，240人(+70) 

女 56，069人(+89) 

世帯数 31，851世帯(+ 28) 

() 内は時iJ}-j比です。
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市
街
地
を
中
心
に

振
動
公
害
を
規
制

〈
振
動
規
制
法
を
二
月
一
日
施
行
〉

現
在
の
上
田
市
は
、
都
市
化
が
進
み
住
宅
と
工
場
の
混
在
、
ま
た
、
機
械
設

備
の
大
型
化
、
建
設
工
事
の
増
加
、
+
阜
の
通
過
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
振
動

に
よ
る
苦
情
が
増
え
日
常
生
活
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
市
街
地
を
中

心
と
し
た
区
域
(
別
図
参
照
)
を
対
象
に
振
動
規
制
法
を
適
用
、
二
月
一
日
か

ら
施
行
し
ま
す
の
で
、
関
係
工
場
お
よ
び
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
「
住
み
よ
い
上

田
市
」
の
環
境
保
全
の
た
め
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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振動規制法指定地域略図

国道、と品 『ー←←一二二.一一ー
明パイパョ 『、正ヨ

"，fy.、
⑨ 
令

宅争

「振動規制法措画面記;検詞議丙丙両で司

定
地
設
使
用
属
」
を
市
長
へ
鍵
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

届
出
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
二
月
九
日

る

句

、

階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

バ
イ
パ
ス
計
画
路
線
の
内
側
か
ら
千
曲

一

種

区

域

で
は
、
昼
間
(
午
前
七
時
か

川
ま
で
と
、
城
下
地
域
で
、
市
の
都
市

ら
午
後
七
時
)
は
、
六
十
五
デ
‘
ン
ベ
ル

計
画
に
よ
る
第
一
種
区
域
(
第
一
種
住
以
下
(
後
記
@
を
参
照
)
。
夜
間
(
午

居
専
用
地
域
、
第
二
種
住
居
専
用
地
域
後
七
時
か
ら
翌
朝
七
時
)
は
、
六
十
デ

住
居
地
域
)
と
第
二
種
区
域
(
近
隣
商
シ
ベ
ル
以
下
。
第
二
種
区
域
で
は
、
昼

業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
、
間
(
同
)
は
、
七
十
デ
シ
ベ
ル
以
下
。

工

業

地

域

)

で

す

。

夜

間

(

同

)

は

、

六

十

五

テ

シ

ベ

ル

以

規
制
の
対
象
と
な
る
の
は
、
プ
レ
ス
下
。
た
だ
し
、
学
校
、
病
院
な
ど
静
か

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
マ
シ
ン
、

印
な
環
境
が
必
要
な
場
所
で
は
、
そ
の
周

刷
機
、
鋳
型
造
型
機
な
ど
の
特
定
施
設
辺
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
は
、
前
記
基
準

(
左
表
)
と
、
建
設
工
事
や
道
路
工
事
な
ど
a

か
ら
さ
ら
に
五
デ
シ
ベ
ル
低
い
基
準
と

で
使
用
す
る
工
事
用
機
械
で
す
。

な

っ

て

い

ま
す
。

発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
は
、
第
指
定
区
域
内
で
、
特
定
施
設
を
設
置

振動規制法特定施設

@液圧プレス (矯正プレスを除<)

属金
@機械プレス

のせん断機 (原動機の定格出力が 1KW以上のものに限る)

機加工 @鍛 造機

@ワイヤーフォーミンク'マシン (原動機の定格出力が37.5剛以上のものに
械 限る)

2 圧縮機除(原動)機の定格出力が7.5剛以上のものに限る。また冷凍機に用いる
ものは く

3 3石用または鉱物用の破砕機、摩砕機 ふるいおよび分級機(原動機の定格出
が7.5KW以上のものに限る)

4 織機(原動機を用いるものに限る )

5 コンク リートブロ ックマシン(原動機の定格出力の合計が2.95KW以上のもの
に限る)並びに コンクリート管製造機械およびコンクリ ー ト柱製造機械(原動
機の定格出力の合計が10KW以上のものに限る)

時6加工 @ドラムパ カ
@チンパー (原動機の定格出力が2.2KW以上のものに限る)

7 印刷機(原動機の定格出力が2.2KW以上のものに限る)

8 ゴム練用または合成樹脂練用ロール機(カレンダーロール機以外のもので、原

動機の定格出力が30剛以上のものに限る)

9 合成樹脂用射出成形機

10 鋳型造型機 (ジョルト式のものに限る)

し
て
い
る
工
場
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に

は
、
振
動
規
制
の
基
準
を
守

っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
特
定
施
設
を
新
し
く

設
置
す
る
場
合
や
変
更
す
る
場
合
に
市

長
へ
届
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

建
設
工
事
や
道
路
工
事
な
ど
を
行
う

場
合
も
、
事
業
主
か
ら
そ
の
実
施
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
振
動
の
大
き
さ
と
と
も
に
、

区
域
別
の
作
業
時
聞
の
制
限
、
夜
間
作

業
や
日
曜
、
休
日
の
作
業
の
禁
止
な
ど

も
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
、

公
害
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
九
五
有
線
②

O
六
七

ご

⑧
デ
シ
ベ
ル
と
は
、
振
動
の
大
き

さ
を
表
す
単
位
で
、
五
十
五
か
ら
六

十
デ
シ
ベ
ル
は
、

地
震
の
時
使
わ
れ

る
震
度

1
(
微
震
)
に
相
当
し
、
注

意
深
い
人
が
感
ず
る
程
度
で
す
。
六

十
五
デ
シ

ベ
ル
か
ら
七
十
デ
シ
ベ
ル

は
震
度

2

(
軽
震
)
に
相
当
し
、
戸

障
子
が
わ
ず
か
に
動
く
程
度
で
す
。

七
十
五
か
ら
八
十
五
デ
シ
ベ
ル
は
震

度
3

(
弱
震
)
に
相
当
し
、
家
屋
が

ゆ
れ
、
電
灯
の
よ
う
に
つ
り
さ
げ
た

物
が
相
当
ゆ
れ
ま
す
。

特
定
施
設
の

酬

届
出
説
明
会
開
く

間

二
月

一
日
現
在
で
、
す
で
に
特
定
施

設
を
設
置
し
て

い
る
工
場
や
事
業
所
の

皆
き
ん
に
は

、三
月
二
日
同
ま
で
に

「
特

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
な
ど
で
問
題
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定
地
ぷ
使
用
属
」
を
市
長
へ
提
出
し
て

い
た
た
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
そ
の
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北陸新幹線

早期実現と駅設置

|東北新幹線視察から|

上
田
市
議
会
新
幹
線
対
策
特
別
委
貝

会
(
委
以

長

北

川

勝

議
員
)
が
、
現

作
て
が
中
で
あ
る
東
北
新
幹
線
の

小
山

市
、
宇
都
山
市
な
ど
の
枕
療
を
行
い
ま

し
た
の
で
そ
の
悦
察
結
朱
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

近
隣
市
町
村
住
民
の
協
力
を

得
て
駅
誘
致
に
成
功

東
北
新
幹
線
全
休
の
工
事
着
工
率
は

六
七
%
で
す
が
、
小
山
市
付
泣
で
今
年

中
に
試
験
市
に
よ
る
試
験
逆
転
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、

内
架
橋
や
架
線

な
ど
も
ほ
ぼ
で
き
あ
が
り、

在
来
線
駅

の
横
に
三
階
建
て
の
駅
舎
と
新
幹
線
ホ

ー
ム
四
百
十
メ
ー
ト
ル
が
姿
を
現
わ
し

届
出
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
二
月
九
日

嗣
午
前
九
時
三
十
分
カ
ら
、
市
役
所
六

て
い
ま
し
た
。

小
山
市
で

の
駅
誘
致
運
動
な
ど
主
な

点
を
見
ま
す
と
、

マ
誘
致
体
制

A

小
山
市
で
は
、
小
山
駅
誘
致
に
つ
い

て
、
市
に
新
幹
線
対
策
室
を
設
け
て
運

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会
議

員
、
学
識
経
験
者
、
商
業
お
よ
び
農
業

関
係
者
な
ど
三
十
名
で
組
織
す
る
新
幹

線
対
策
協
議
会
の
ほ
か
、
栃
木
、
群
馬

茨
城
各
県
の
近
隣
市
町
村
十
市
一
町
一

村
の
同
盟
会
を
設
置
し
て
、
最
初
か
ら

現
駅
併
設
を
重
点
に
積
極
的
な
陳
情
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
工
事
実
施
計
画
が
四
十

六
年
十
月
に
認
可
と
な
り
、
小
山
駅
現

駅
併
設
が
実
現
、
誘
致
運
動
の
成
功
を

見
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
十
一
月
か
ら

本
年
一
月
ま
で
五
年
余
に
わ
た
り
、
用

地
買
収
な
ど
の
作
業
と
、
工
事
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

マ
用
地
買
収
と
補
償
A

新
幹
線
ル
ー
ト
の
小
山
市
内
通
過
距

離
は
、
一
五

・
三
し
問
、
そ
の
区
域
の
移

転
対
象
家
屋
は
二
百
二
戸
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
住
民
と
の
用
地
買
収
補
償

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治

会
長
を
中
心
に
家
屋
所
有
者
、

地
主
な

ど
を
対
象
に
説
明
会
を
聞
き
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
話
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

が
な
い
人
の
み
市
が
あ
っ
せ
ん
す
る

こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

当
初
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一

一
方
、
各
地
区
に
は
、
新
幹
線
対
策
部
の
移
転
者
か
ら
多
少
の
非
難
が
出
ま

協
議
会
地
権
者
会
が
設
け
ら
れ
、
話
合
し
た
が
、
移
転
者
が
金
融
機
関
か
ら
移

い
の
中
か
ら
で
て
き
た
要
望
事
項
を
国
転
の
た
め
の
融
資
を
受
け
た
と
き
の
利

鉄
な
ど
事
業
主
体
側
に
、
そ
の
つ
ど
要
子
を
「
代
替
地
取
得
利
子
補
給
金
交
付

望
し
ま
し
た
。

要
網
」
を
設
け
て
補
助
す
る
こ
と
で
了

代
替
地
の
あ

っ
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
解
さ
れ
ま
し
た
。

全
地
区
で
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
説
明
会
を
開
結
果
的
に
は
、
押
し
着
せ
の
代
替
地

き
、
移
転
者
の
条
件
を
完
全
に
み
た
す
で
な
く
「
永
住
の
地
を
自
分
で
選
ぶ
こ

の
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
の
で
原
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
、
移
転
者

則
と
し
て
、
各
自
で
移
転
先
き
を
確
保
か
ら
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。

す
る
よ
う
お
願
し
、
ど
う
し
て
も
適
地
マ
公
害
問
題
A

『.，
.. f
・s
・-
'
'
z
i
-
-
z
・'
E
l
i
z
-
-
，，
.......... ，， 
.......... ，， 
.......... ，，.・・・・
2
・・，，
.......... ，， 
.......... ，，
.zzi--
，
a
 

放
火
犯
の
捜
査
に
全
力
を
あ
げ
て
い
一

一

浩

一

ぅ

一

ま

す

。

ん

一

-1ノ
一

を

よ

一

与

一

7

7
一

市

民

の
皆
さ
ん
も
、
火
の
用
心
に
…

一

災

一

川

引

一

特

段

の
注
意
を
は
ら
わ
れ
る
と
と
も
~

一

一

の

す

た

一

に

、

次

の

こ

と

を

守

り

不

審

火

に

よ

…

一

U

一

囲

や

か

一

り

、
大
切
な
財
産
を
失
な
わ
な
い
よ
い

わ

一

周

え

一

う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
…

一

宮

一

の

燃

一

①
住
宅
め
ま
わ
り
は
、
よ
く
整
理
し
一

昨

A

、

-

測

に

骨

ョ

ー

一

勇

一

燃

え

や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

昨
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
、
深
②
ゴ
ミ
収
集
の
ゴ
ミ
は
、
回
収
日
の
…

一
夜
、
ま
た
は
未
明
に
常
田

、
海
野

前
夜
に
だ
き
ず
、
当
日
の
朝
だ
す
一

町
、
横
町
、
お
よ
び
袋
町

一

帯

で

放

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

…

一
火
と
恩
わ
れ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
③
入
浴
後
の
フ

ロ
の
湯
を
払
わ
ず
に
一

ま
す
。

お
く
な
ど
、
消
火
の
準
備
を
し
て
一

一

発
生
地
域

の
自
治
会
と
隣
接
自
治
お
き
ま
し
ょ
う
。

一

一
会
、
消
防
団
で
は
、
深
夜
の
夜
警
を
⑤
火
災
を
発
見
し
た
と
き
は
一
一
九
一

一
行
い
火
災
の
防
止
に
毎
夜
ご
苦
労
さ
番
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
一
.

F

れ
て
い
ま
す
。
ま

た

、

警

察

署

で

も

一

O
番
へ
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

F

F'・・・・・
2
2
-
B
E
E
-
-
-
-
E
'
'
Z
E
z
-
-
-
-
'
'
E
・E
・--''・
5
-
Z
E
-
-
'
'
-
E
z
-
-
Z
E
-
-
E
E
-
-
-
'
L

階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
皆
さ
ん
は
参
加
し
て
く
だ
き
い
。

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
な
ど
で
問
題

と
な
っ
た
騒
音
、
振
動
な
ど
の
公
害
問

題
は
、
構
造
、
材
質
の
改
善
、
防
音
墜

を
取
り
付
け
る
な
ど
に
よ
り
、
大
部
分

が
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

電
波
障
害
も
、
国
鉄
の
責
任
に
お
い

て
放
送
局
と
密
接
な
連
携
を
と
っ
て
万

全
の
措
置
が
行
な
わ
れ
解
決
さ
れ
ま
し

た。マ
工
事
上
の
安
全
対
策
A

国
鉄
で
は
、
工
事
を
行
う
う
え
で
の

問
題
解
決
に
あ
た
り
、
事
前
に
調
査
し

た
り
説
明
会
を
聞
く
な
ど
住
民
と
の
話

合
い
を
密
に
し
て
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
住
民
側
か
ら
の
要
望
を
そ
の
つ

ど
聞
き
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
た
め
、
多
少
の
日
照
問
題
を
除
い

て
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

試
運
転
で
騒
音

振
動
な
ど
の
効
果
測
定

国
鉄
は
、
本
年
中
に
久
喜
駅
か
ら
石

橋
駅
ま
で
の
四
二
・
八
回
聞
を
試
験
電

車
を
含
め
た
七
両
編
成
で
試
運
転
し
、

防
音
壁
の
効
果
測
定
を
は
じ
め
震
動
、

電
波
障
害
な
ど
一
連
の
調
査
と
安
全
性

に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
る
計
画
で
す

新
宇
都
宮
駅
も
、
小
山
駅
と
閉
じ
く

在
来
線
の
横
に
新
幹
線
駅
を
併
設
、
二

階
に
駅
の
諸
設
備
を
配
し
三
階
に
新
幹

線
ホ
ー
ム
を
設
け
る
設
計
で
、
現
在
、

徐
々
に
そ
の
姿
を
現
わ
し
つ
つ
あ
り
ま

す。
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福

祉

教

育

土

木

商
工
な
ど
を
重
点
に
剛
一
億
円

• 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
決
算
が
十
二
月
定
例
市
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
百
三
億
二

千
七
百
六
十
万
八
千
五
百
七
十
一
円
、

歳
出
総
額
百
一
億
四
千
六
百
十
七
万
三

千
四
百
六
十
円
と
な
り
、
差
引
き
一
億

八
千
百
四
十
三
万
五
千
百
十
一
円
の
黒

字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
前

年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
歳
入
総

額
で
一
一
九
・
七
%
、
歳
出
総
額
で
一

二
0
・
一
%
の
伸
長
率
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
が
歳
入

総
額
の
三
七
・
八
%
を
占
め
、
つ
い
で

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
福
祉
事
業
の
民
生
費
が

全
体
の
二
五
・
一
%
を
占
め
、
つ
い
で

教
育
費
、
総
務
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

えつ_~ 760号 (霊協議儲号)一一広報

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
は
、
独
立
採
算
制
を
目
途

に
努
力
し
、
各
会
計
と
も
計
画
ど
お
り

の
事
業
を
行
い

、
国
民
健
康
保
険
な
ど

614万円

助金

372万円

|51年度決算|

• 
七
会
計
で
一
億
四
千
三
百
九
十
九
万
五

千
五
百
九
十
五
円
の
黒
字
決
算
で
終
了

@
グ
ラ
フ
は
万
円
以
下

し
ま
し
た
。

切
り
捨
て
)

一般会計の主な使いみち

老人医療費 2億9，161万円

身体障害精神薄弱者援護

l{意6，628万円

同和対策環境整備事業

乳幼児医療費

扶助費

7，773万円

保育園新増改築事業(含用地)

5，449万円

1，750万円

3億 774万円

小学校校舎改築事業

(塩尻・豊殿・東塩田)

2億8，764万円

小学校校舎改修事業 8，088万円

中学校校舎増改築事業

(第一・第三・第四)

1億 653万円

4，610万円中学校校舎改修事業

51年度一般会計決算の状況(単位万円)

議会費およびその他
li意6.340方円(1.6%)

使用料および手数料
l憶3.908万円(14%)



fご一一(料品2儲) 第 760号一

融資附託金 6 tt!: 614万円

別所総'，lL!ド逆行維持補助金

1，372万円

市道新設改良舗装事業(262件)

4億7，187万円

交通安全施設整備事業(56件)

2，547万円

都市計画街路事業(3ヶ所j

7，380万円

公共下水道事業繰出金

1{意6，244万岡

市営住宅建設事業(20戸)

1億 1，415万円

ん
比
一
部
ve
母
子
家
庭
の
一
皆
さ
街

。en
u
E
l
i
g
i
-
-
8
1・

-
E，あ
わ
せ
慰
求
。め0
・る

集

い

二
月
二
十
六
日
日
午
前
十
一
時
か
ら
一

奈

川

己

午

後

三

時

ま

で

、

上

田

市

民

会

館
二
階

一

0・
0
:
に
参
加
じ
-
よ
ヨ

ヨ
11
タ

会

議

室

。

一

父
子
家
庭

・
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
〈
参
加
方
法
・
お
問
合
せ
〉

一

み
ん
な
で
悩
祉
の

向

上

を

図

る

と

と

も

二

月

十
五
日
附
ま
で
に
、
福
祉
事
務
一

に
、
相
互
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
幸
を
所
福
祉
課
に
あ
る

「
参
加
申
込
書
」
へ
一

求
め
て
い
こ
う
と
「
第
一
回
し
あ
わ
せ
必
要
事
頃
を
記
入
し
、
参
加
負
担
金
(
父

一

を
求
め
る
集

い
」
を
次
に
よ
り
聞
き
ま

子
一
千
円
、
母
子
八
百
円
)
を
添
、
え
て
一

す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
参
加
し
ま
し
福
祉
課
窓
口
⑫
番
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
一

ょ
う
。

ぃ
。

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
七
八
有

一

線
②
O
七

九

二

一

えつ一 (5)一一一一昭和53年 2月1日 広報

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

農業振興(水稲技術振興ほか;

5，589万円

農業構造改善事業 8，465万円

農道水路新改良事業6，110万円

51年度特別会計決算の状況(単位万円)

20傍;].858万円

[9憶6.9[9万円

公共下水道事業

一一一51麿4.927万円

31暫8.833万円

31曹7.778万円

3億8.584万円

31君8.275方円

土地取得事業

特別会計の

主な事業状況
国民健康保険事業

国保加入状況

世帯数12，311 (加入率39.4%)

被保険者数35，325( 1/ 32.7 % ) 
保険給付状況

件数

費用額

保険者負担分

受診率

受診件数 218，196件 (616.3%)

高額療養費給付状況

件数 3，140件

給付額 1億2，723万円
交通災害共済事業

共済掛金収入(72，846人)2，036万円

見舞金支給状況 (296件)1，146万円

同和地区住宅新築資金等貸付事業

貸付額 (93件) 3，480万円

土地取得事業

公有財産購入(4件)

補償補填資 ( 2件)

公共下水道事業

公共下水道建設

248，808イ牛

23億9，773万円

16億6，784万円

国民健康保険事業

278万円

1，500万円

3 {意8，142万円

圃盟国.歳入
仁二二コ歳出

t1!曹632方円

[1曹429万円

4.657方円

4.267万円

3.046万円

L680万円

同和地区住宅
新築資金等貸付事業

福祉事業センタ 事業

塩田有線放送電話事業

交通災害共済事業



正
し
い
申
告明
る
い
納
税

ヘ
市
県
民
税
の
申
告

J

F

2
月
日
日
嗣

1
3
月
時
国
側
、

だ 昭和53年 2月1日一一一ーベ6トー

お知らせ

え
一}

報

市

、

県
民
税

の
申
告
を
二
月
土
ハ

日

広

附

か

ら
三
月
十
五
日
制
ま
で
、
市
役
所

一

一
階
市
民
税
課
で
受
付
ま
す

の
で
「
正

一

し

い
申
告
と
納
税
」
の
た
め
期
限
内
に

紛

必

ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

議

期
限
近
く
な
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大

笛

変

混

雑

し

ま
す

の
で
、
申
告
は
早
目
に

昭
和
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

申

告
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た
申
告

一

に
つ
い
て
の
通
知
書
に
載

っ
て
い
る
「
申

一

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」
の
事

一

項
に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
申
告
し
て

号

く
だ
さ
い
。

ω
申
告
を
し
な
い
と
、
課
税
の
さ
い
不

勾

I第

利
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
国
民

戸

健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当
な

60号、

地
方
官
事
務
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す

〈
-
講
習
日
〉

〈
お
問
合
せ
〉

体
育
課
体
育
振
興
係
(
宮
@
四
一

O

:1川西地区の成人式は、20歳の仲間で実行委員

:会をつく リ、先輩青年団の応媛を受けて「意見

:発表 jfもちつき jf各種 ゲーム」にとみんなが

j参加する手づく り成人式で行われました。
: (写真は、エプロン姿でもち をつく女性)

ど
市
役
所
が
行
う
各
種
の
受
給
資
格
審

査
な
ど
の
基
礎
資
料
に
も
な
り
ま
す
の

で、

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
は
、
一

世
常

一
部
あ
て
配
布

し
ま
す
の
で
、
同

一
世
帝
で
申
告
す
る

人
が

二
人
以
上

い
る
場
合
は
、
市
役
所

市
民
税
課
、

ま
た
は
塩
田
、

川
西
、
豊

殿
の
各
支
所

へ
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

遠
く
の
人
は
出
張
受
付
会
場
へ

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
利
便
を
図
る

た
め
、
左
表

の
日
程
に
よ
り
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場

へ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

市
民
税
課
市
民
税
係

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
=
二

・
二
三
二
有
線
②

O
六

一
一
)

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
は
、
三
月
十
五
日
附

ま
で
に
税
務
署
へ

地 区 名 会 士晶 名 受 付日

JJI 辺 川辺町 会 館 2月16町村

城 下 三 好町 会 館 2月16日附

室 賀 室賀生活改善センター 2月17日幽

泉 小泉 区民会 館 2月17日ω
下 之 担E 下 之 郷 公民 館 2月20日(月)

平井寺、鈴子、石神、 柳沢 鈴子公 民館 2月20目。j)

別所(野合を含む) 相 染 間 2月21日(刈

泉 回 泉 国 公民 館 2月21日(犬)

富 士 山 農 協日士 山 支 所 2月22日(村

郷主下小本回、中郷島、封λ束、学E五海小沢加南山、五学加側海、上面、地本 塩田解肱会 館 2月23町村l
1/ 2月24日ω

浦 里 市役所 川 西支所 2月27日(!i)

神 干キ 上野ヶ丘公民 館 2月28日(火j

西前山、 手塚、 山田 手塚公民館 3月1日附

堕 里 農協笠里 事 業所 3月2日(村

殿 城 市役所 笠 殿支所 3月2日(村

十人、塩目新官[、 東前山 西糧問会館 3月3日幽

li 尻 農協 塩 尻事業所 3月6日例)

L神 111 農協 神 川事業所 3月7日(刈

出張受付日程表〈お
問
合
せ
V

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
(
宮
@

〈
出
場
資
格
〉

上
田
市
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は

電
川話

の
公

一売

市
は、

上
回
電
報
電
話
局
管
内
の
電

話
加
入
権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。

と
き

・
と
こ

ろ

l
二
月
二
十
八
日

ω午

前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
四
階

第
一
会
議
室。

方
法

・
台
数

1
入
札
。
台
数
は
お
間
合

せ
く
だ
さ
い
。

公
売
予
定
価
格

l
一
台
、
，
七
万
円
ぐ
ら

い

(
た
だ
し
、
債
券
を
買
う
必
要
は

な
く
、
落
札
後
、
数
日
で
架
設
さ
れ

ま
す
。)

公
売
公
告
の
場
所
M
H
市
役
所
、
豊
殿
・

極
回

・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

署
、
上
小
地
方
事
務
所
。

そ
の
他

1
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

が
完
納
し
た
場
合
は
公
売
を
中
止
し

ま
す

の
で
、
入
札
希
望
者
は
事
前
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
売
当
日
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ

l
収
税
課
収
税
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
四
固
有
線
②

O
六
九

一

)

踊受付時間午前9時30分から午後4時まで

上
田
市
、
丸
子
町
、
東
部
町
に
あ
る

県
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
自
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈資

格
〉

1

県

内

に

住

ん
で
い
る
か
、
勤
務
先

き
の
あ
る
人
。

2
、
同
居
す
る
親
族
が
一
人
以
上
あ
る

人
。

3
、
県
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
あ
て
は

ま
る
人

(
例

一

種

住

宅

希
望
の

人

で
、
扶
養
親
族
一
人

の
場
合
月
収
+

六
万
二
千
百
六
十
六
円
以
下
)

〈受
付
期
間

・
場
所〉

一
一
月
十
三
日
聞
か
ら
同
二
十
三
日
同

ま
で
。
上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

(材

木
町

一
、
合
同
庁
舎
内
)

〈申
込
方
法
〉

入
居
申
込
書

へ
収
入
証
明
書
な
ど
必

要
書
類
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
申
込
書
は
、
上
小
地
方
事
務
所
建
築

諜
に
あ
り
ま
す
)

〈
お
問
合
せ
〉

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

(
宮
@
一

二
六

O
)

消
防
設
備
士

の
資
格
が
あ
る
人
は
、

消
防
法
に
よ
り
、
講
習
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ま

だ
講
習
を
受
け
て
い
な
い

皆
さ
ん
は
次

に
よ
り
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
講
受
付
期
間
〉

一
一
月
七
日
附
ま
で
に
、
上
小
地
方
事

務
所
総
務
室
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

(申
込
用
紙
は
、
上
回
消
防
署
と
上
小

接
続
の
多
く
が
不
能
に
な
っ
て
い
ま
寸

の
で
、
二
月
二
十
一
日

ωか
ら
、
使
間
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地
方
事
務
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す
)

〈
講
習
日
v

三
月
二
日
同

l
長
野
市
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
。

三
月
三
日
掛
H
H
松
本
市
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
。

〈
受
講
料
〉

三
千
円
。

〈
講
習
区
凡
さ

第
一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
の
甲
種
、

乙
種
、
第
六
・
七
類
の
乙
種
の
資
格
を

お
持
ち
の
消
防
設
備
士
。

八
お
問
合
せ
V

上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
(
含
@
一

二
六

O
)
上
回
消
防
署

(
宮
@
二
五

O

一

)

恒
例
の
上
田
市
民
ス
キ

l
大
会
を
次

に
よ
り
菅
平
で
聞
き
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

〈
出
場
資
格
v

上
田
市
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は

上
田
市
へ
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
。

〈
競
技
種
目
〉

回
転
競
技
(
一
人
一
種
目
)

〈
申
込
先
き
・
参
加
料
〉

二
月
十
日
幽
ま
で
に
市
役
所
四
階
体

育
課
体
育
振
興
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
開
催
期
日
・
会
場
〉

一
一
月
十
二
日
間
午
前
九
時
三
十
分
、

菅
平
タ
ボ
ス
ゲ
レ
ン

デ
。

、，、，
Z
3
、，弘、，主【‘，
B
E
3
2
，‘3
2
F
、，、，，、，
B
r
h
3
3
t
-
，、SF
弘、，
2
F
也、，
2
F
、，
Brhミ
5
3
r
、，主骨、，
2
r
、f

問書

長
陸
軍

E
s
t
s
g
E
S家
夕

、

-
人
)
お
開
通
噛
喝
容
道
警
峰

壊

、

田

老

一

、

・

4

，3
1

・!

S
F

園

田

夕

刊
一FU
〈

冬

来

た

り

な

ば

春

遠

か

ら

じ

〉

の

み
一
一
厳
寒
の
こ
ろ
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
で
倒
れ
~

あ

人

山

町

一一崎

る
人
が
増
加
し
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
体
に
気
を
~

吋
展

つ
け
て
、
春
の
く
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
o

w

く

め

岬

多
初
〈
各
地
の
行
事

v

w

マ
上
田
市
公
民
館

1
教
養
講
座
、
健
康
教
室
。

V

マ
塩
田
公
民
館

l
「
学
習
会
」
各
旧
村
単
位
。

的

(舞
田
、
中
組
、
下
本
郷
)

ハ

マ
川
西
公
民
館

l
「
講
演
会
」
三
回
、
「
講
習

内

「
教
養
講
座
」
や
さ
し

…

えつー(i)一一一一昭和53年 2月1日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

「
節
分
」
暦
の
上
で
は
も
う
春
で
す
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。
健
康
を
友
と
し
て
、
今
年
も
元
気

で
明
る
く
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

市

議

会

厚

生

委

員

長

松

野

量

平

(
推
進
協
議
会
委
員
)

会
」
竹
細
工
、
編
物
、

い
英
語
。
健
康
体
操
、
映
画
会
。

〈
お
問
合
せ
〉

体
育
課
体
育
振
興
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
五
五
五
)

塩
固
有
線
放
送
電
話
で
は
、
公
社
電

話
の
普
及
に
よ
り
、
有
線
電
話
の
公
社

電
話
接
続
回
数
が
極
度
に
減
少
し
た
た

め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な

り
、
ま
た
、
近
隣
有
線
放
送
電
話
の
ほ
と

ん
ど
が
夜
間
の
公
社
電
話
接
続
を
廃
止

し
て
い
る
た
め
、
夜
間
め
各
地
区
へ
の

接
続
の
多
く
が
不
能
に
な

っ
て

い
ま
す

の
で
、
二
月
二
十
一
日

ωか
ら
、
夜
間

(
午
後
八
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
)
の

公
社
電
話
接
続
を
廃
止
し
ま
す
。

塩
田
有
線
放
送
電
話
へ
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協

力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
公
証
人
役
場
の
公
証
人
に
…

一
本
間
貞
雄
さ
ん
が
着
任
一

一
上
回
公
証
人
役
場

(
中
雪
一
丁
四
一

一
ー

一
五
、
東
商
上
回
ビ
ル
内
)
の
公
一

一
証
人
、
鈴
木
晋
太
郎
さ
ん
の
後
任
に
一

一
本
間
貞
雄
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
一

訂正おわび

1月 1日発行の広報「うえだ」第758号「あなたの

国民年金その⑤」の「年金制度に加入していない、 20歳

から50歳まてレ」は「年金制度に加入していない20歳か

ら59歳まで」の誤りでした。おわびして訂正いたします。

あなたの国民年金

その⑥

=現況届の提出 2 月 15 日 ~Nまでに=

52年 2月以前から老齢年金(通算)を受けている皆

さんは、社会保険庁から送られてくる「現況届」に必

要事項を記入、押印し、市役所市民課、または各支所

で生存や住所の確認証明書を受けて、 2月15日同まで

に必ず投かんしてくださし、。この手続きをしないと年

金が受給できなくなりますのでご注意ください。

今月は、 52年度第 4期分 (1月-3月分)の保険料

の納期です。保険料は、納め忘れのないよう、協力会

長さんなどをとお して期限までに納めましょ う。
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⑧ 

解放
部
落
差
別
は
、
実
態
的
差
別
が
お
お

も
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
差

別
事
件
の
多
く
は
、
心
理
的
な
も
の
で

えつ_~ 760号 (貯話i縦割一一広報

(
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

水
出
近
己
さ
ん

天
神
三
(
泉
平
)
七
二

黒
岩
と
み
さ
ん
天
神
三
(
南
天
神
町
)
八
二

清
水
寅
雄
さ
ん

中
央
四

(
丸
堀
)
七

O

中

村

な

み

子

き

ん

伊

勢

山

五

七

保
坂
ミ
ノ
ル
き

ι

「
部
落
の
人
た
ち
は
い
や
し
い
」
と
み

て
い
る
偏
見
や
迷
信
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
偏
見
や
迷
信
は
、
そ
の
ほ
か
社

会
一
般
の
物
の
見
方
、
考
え
方
の
中
に

も
あ
り
、
そ
れ
は
、
多
く
江
戸
時
代
に

幕
府
が
人
民
を
治
め
て
行
く
た
め
に
つ

く
り
出
し
た
も
の
な
の
で
す
。

部
落
差
別
を
見
い
だ
す
に
は
、
広
く

社
会
を
見
わ
た
し
て
、
差
別
事
件
に
目

を
と
め
る
こ
と
や
、
そ
の
事
件
の
根
本

に
な
る
こ
と
が
ら
を
す
じ
道
を
立
て
て

堀
り
起
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
差
別

や
不
合
理
を
見
い
出
す
方
式
で
も
あ
り

ま
す
。部
落
差
別
と
い
う
も
の
は
、

天
神
四

(
北
天
神
町
)
七
五

神
原
た
け
よ
さ
ん
常
磐
城
五

(
城
北
)
八
六

小
宮
山
い
そ
さ
ん

天
神
一
(
北
天
神
町
)
七
九

神
津
満
寿
男
さ
ん踏
入
二

(
踏
入
)
五
五

東
福
寺
み
ゆ
き
さ
ん

常
磐
城
二

(新
町
)
六
二

松

井

夫

賢

さ

ん

神

畑

七

九

斉

藤

健

助

さ

ん

院

内

七

五

平

野

嘉

夫

さ

ん

新

田

六

O

市
川
リ
字
さ
ん

院

内

七

七

伊
藤
シ
マ
さ

ん

御

所

八

八

山
崎
甲
さ

ん

国
分

(上
堀
)
七
一

人
聞
の

命
に
ま
で
お
よ
ぶ
重
大
な
こ
と
で
、
一

刻
も
ゅ
う
よ
で
き
な
い
さ
し
迫

っ
た
問

題
で
す
。

こ
れ
は
、
社
会
の
ゆ
が
み
か

ら
き
た
も
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
お
け
ば

さ
ら
に
ゆ
が
み
が
大
き
く
な
り
、

差
別

も
大
き
く
な
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、

部
落
差
別
は
、
そ

っ
と
し
て
お
い
て
は

ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
こ
と
で
、

気
づ

か
な
い
こ
と
も
、
そ

っ
と
し
て
お
く
こ

と
と
同
じ
く
差
別
を
温
存
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
、
こ
の
社
会
の
一
員
で
あ

り
な
が
ら
、
何
も
し
な
か

っ
た
こ
と
は

実
は
、
差
別
を
温
存
し
て
き
た
側
の
一

人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た

私
た
ち
自
身
が
、
自
分
の
考
、
ぇ
方
や
行

動
が
、
偏
見
や
差
別
の
発
想
に
も
と
づ

い
て
い
な
か

っ
た
か
、
常
に
問
い
た
だ

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
解
決
へ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

以
上
部
落
差
別
の
問
題
が
決
し
て
人

こ
と
で
な
い
こ
と
を
の
べ
て
き
ま
し
た
。

七五八
一八 O

高
見
沢
勇
太
郎
さ
ん

中
央
三

(
馬
場
町
)
八
一

塩
入
舜
道
さ
ん

国

分

八

五

茨
木
卯
一
郎
さ

ん
中
央
五

(
下
房
山
)
七
四

古
家
保
美
さ
ん中
央
北
三

(
新
国

)
六
四

山
崎
も
と
い
さ
ん

神

科

山

口

七

七

小
林
茂
助
さ
ん中
央
五

(
上
房
山
)
七
九

宮
島
行
雄
さ
ん

福

田

六

一

深
見
た
か
さ
ん
中
央
三

(
丸
堀
)

七
九

戸

島

干

徳

さ

ん

仁

古

田

八

八

南

波

安

栄

さ

ん

下

室

賀

七

六

西
沢
き
そ
き
ん

上
室

賀

八

六

黒

坪

新

田
川
辺
町

中
村
伝
さ
ん

小
林
康
美
さ
ん

倉
升
善
雄
き
ん

田
村
志
め
さ
ん常
磐
城
四

(
生
塚
)
五
九

吉
沢
四
三
さ

ん

秋

和

六

七

成
沢
幸
男
さ
ん

川

辺

町

五

O

北
沢
ま
ん
さ
ん

上

塩

尻

八

七

中
島
み
ど
り
さ
ん

秋

和

八

六

岩
佐
武
さ
ん

神
科
山
口

六
六

篠
原
四
郎
さ
ん

下
青
木

七

五

和
田
愛
さ
ん
中
央
一

(
松
尾
町
)
六
四

山
崎
と
め
じ
さ
ん
中
央
北
二

(
新
田

)
八
二

小
林
ま
さ
子
き
ん

秋

和

七

O

月16日

口す

年

か

感

の

)

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
加
入
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
で
お
こ
る
事
故
、
災
害
時
の
保
障

や
子
供
さ
ん
の
教
育
、
老
後
の
生
活
資

金
づ
く
り
な
ど
、
明
る
い

く
ら
し
づ
く

り
の
お
手
伝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

現
在
、
郵
便
局
が
お
預
り
し
て
い
る

金
額
は
、
全
国
で
九
兆
円
あ
り
、
学
校

や
公
営
住
宅
、
道
路
な
ど
の
建
設
資
金

と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
へ
も
十
四
億
九
千
万
円

の
融

資
が
あ
り
、
緑
が
丘
団
地
、
北
天
神
町

豊
原
線
(
道
路
)
な
ど
の
建
設
資
金
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
崎
勝
亥
さ
ん

白
鳥
智
章
さ
ん

増
田
一
男
さ
ん

柄
沢
冨
土
代
き
ん

豊
岡
袈
裟
義
さ
ん

室
賀
麻
代
さ
ん

西
川
武
さ
ん

北
島

い
ち
の

さ
ん

山
極
善
郎
さ
ん

松
崎
正
徳
さ
ん

工
藤
利
美
さ
ん

斉
藤
普
寿
さ
ん

市
村
く
ま
さ
ん

斉
藤
コ
リ
ン
さ
ん

曲
尾
機
雄
さ
ん

小
出
新
重
さ
ん

小

泉

千
曲
町

東
築
地

大
白
木

下
吉
田

下

組

中

組
院

内

中

組
下

組

下

組

手

塚

手

塚

五

加

新

町

中

野

八八七八 五 六 七 七七七七七六 七
四四九六 九九四 二 九 八 八三四九四八
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